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研究ノート(5) 

絵葉書にみる須磨の風景・史跡 
 

中村 憲司 

 

 はじめに―須磨と海― 

須磨の地名はスミの転化と考えられている。つまり古代の行政区画である畿内、摂津国の西の

隅にあることがその由来とみられる 1）。「須磨の浦」とも呼ばれて、海を臨む美しい眺望は古くから

文人たちの憧れであった。神戸市の発展・拡大によって須磨の地にも鉄道が敷設され、住民と行楽

客が急増する。それにともなって須磨の地は今日知られるような近代的な街並みへと変貌した。ここ

では、須磨の海とその周辺を写した戦前の絵葉書を紹介しながら、当地の歴史的変遷をみていき

たい。 

 

１ 須磨の海と海上交通 

図１は須磨海岸を通る汽車と海岸の風景である。現代のように護岸工事がされておらず、かつて

は砂浜だった様子が窺える。都市開発が進み、護岸工事を施される前の須磨海岸の姿が記録され

ている。本章では、近代化される前の須磨の海の風景を紹介する。 

 

〇須磨の海岸・松林 

図２は現在の須磨海浜公園付近と思われる。具体的な時期は不明だが、護岸工事が進む前の、

収穫物を荷下ろししているのどかな海辺の風景であろう。砂浜に乗り上げた小さな漁船が漁師町

の須磨を伝えている。 

 

「須磨浦の浦海浜の眺望」と題された彩色絵葉書（図３）は、今の須磨浦公園の海岸を写したも

のである。洋装化が進んだ観光客の服装からみて、昭和初期の撮影かと思われる。この時期も帆

船が現役で活躍し、漁船らしき親船から小船に荷を積み替えて陸揚げの準備をしていたことがわ

かる。松の枝越しにみえる海と、沖合で帆を畳んで浮かぶ帆船が風情を醸している。 

須磨浦公園の位置は鉢伏山・鉄拐山の麓にあたり、山を含めて 24 万坪におよぶ広大な御料地

（帝室林野管理局）であったが、1924（大正 13）年に神戸市へ払い下げられた 2）。昭和天皇の

図１ 須磨海浜（No.39-7） 図２ 摂津須磨の浦（No.14-7） 
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御即位記念事業として造成され、1935（昭和 10）年 8月から一般開放されている。 

図４は舞子の料亭萬亀楼（明治 27 年創業）から淡路島方面を望む眺望である。汽船はほとん

ど見えず、依然として多くの帆船が行き交う様子が伺える一枚である。須磨から明石にかけての海

には、多くの帆船が通過していた。 

 

〇垂水・平磯灯標  

近代に入って海を往来する船舶が増加し、それにともなって

暗礁で船の難破を防ぐ灯台や灯標が設置された。陸地に設置

したものを灯台、海上に設置したものを灯標と呼ぶ。 

図５にみえる立派な灯標は、垂水の海に浮かぶ平磯灯標で

ある。この灯標は、塩屋と垂水を舞台にしたサマセット・モームの

短編小説「困ったときの友」に登場する「信号浮標」にあたると

考えられている 3）。瀬戸内の海流が明石海峡を通ることで生ま

れる、厳しい潮の流れが物語の結末に深く関わっているが、それ

は須磨の海が豊かな漁場となる地理的要因でもあった。 

 

〇一ノ谷古戦場  

畿内の入り口にあたる神戸の海岸は、陸の山陽道・西国街道、そして瀬戸内海交通が兵庫の津

で結ばれる交通の要であった。そのため、須磨の地でも有名な源平の合戦が繰り広げられた。図６

は源平合戦の故地を写した絵葉書である。もっとも、源義経率いる源氏方が平家方と戦った一ノ谷

合戦の場所については古くから諸説ある 4）。須磨浦公園の東側、一ノ谷町のあたりに平家の本陣

があったという伝承があり、「戦の浜」と呼ばれた観光地となった。 

図７は一ノ谷の山腹を写したものであろう。義経ら源氏の軍勢が歩みを進めた当時を彷彿とさせ

る、鬱蒼とした細道であり、並木の向こうにかすかに海を覗くことができる。 

1908（明治 41）年に兵庫電気軌道株式会社（現在の山陽電気鉄道）によって神戸・明石間の

電気鉄道敷設が始まり、1910（明治 43）年 3月に兵庫・須磨間の運輸営業が開業した。もっとも、

当初の兵庫電軌は路面電車であり、当時の駅は長田・西代・板宿・大手・月見山・須磨寺・須磨の

8 駅であった。1912（明治 45）年 7 月に須磨・一ノ谷間が開業し、一ノ谷停留所の西に 1913

（大正 2）年 5月以降、敦盛塚（三ノ谷停留所、現在の須磨浦公園駅）、東塩屋、塩屋とつながって

図４ 萬亀楼客室から見た淡路島の風景

（No.20‐8） 
図３ 須磨の浦海浜の眺望 

（No.249-３） 

図 5 垂水灯台と舞子ヶ浜

の眺望（No.19‐8） 



53 

いき、1917（大正 6）年 4月には滝の茶屋、東垂水、垂水、そして電鉄明石までの停留所が開業す

る 5）。 

２ 保養地としての須磨 

官営鉄道が1888（明治21）年に須磨駅を設置し、兵庫電気軌道株式会社が1910（明治43）

年に兵庫・須磨間の運輸営業を開始するなどの鉄道の開通にともなって、大阪から須磨へのアクセ

スが容易になった。そして、気候に恵まれた須磨の地に数多くの名士の邸宅・別荘が設けられた。と

くに第一次世界大戦の好景気の影響を受け、大正時代には邸宅が急増した。藤田伝次郎邸、住友

家須磨別邸、大谷家月見山別邸、川崎正蔵、川西清兵衛など名士たちの別荘は、保養目的にとど

まらず、社交・外交の舞台としても重要な役割を果たした。 

建物の多くは戦災、そして阪神・淡路大震災で失われ、その後もヴォーリズ設計の旧室谷家住宅

のように売却されて取り壊されたものがあるが、旧西尾類蔵邸をはじめ数件が当時の豪華な壮観

をとどめている。なお、戦災で失われた旧住友家須磨別邸の広大な跡地は神戸市に寄付され、

1951（昭和 26）年完成の須磨海浜公園の敷地となった。 

 

〇有栖川宮別邸  

神戸近郊が保養地として有名になる嚆矢の一つが、舞子の有栖川宮熾仁（たるひと）親王の邸

宅であった（図８・９）。東征大総督として江戸幕府を倒した熾仁親王は、のちに避暑で当地を訪れ

た。舞子柏山の地を気に入った親王は、大島作郎邸を改築して別荘を築いた。日清戦争のさなか

に広島大本営で病を得て、1894（明治 28）年にこの別邸で療養中に薨去した。しかし、熾仁親王

図 6 須磨の浦（戦の浜）（No.14‐7） 図 7 須磨一ノ谷（古戦場） 

（No.60‐3） 

図 8 住友家舞子別邸（No. 21‐1） 図９ 住友家舞子別邸（No. 21‐2） 




